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東南極セｰルロンダｰネ山地の地質調査

高橋裕平(地質部)
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1.まえがき

南極大陸の地質は主に先カンブリア系からたる東南

極と古生代以降の造山帯で現在も火成活動の知られて

いる西南極とに区分される.第1図は南極大陸を含め

たゴンドワナ大陸の地質区分の一つの考えである.第

2図に東南極の区分も示す.

我が国の南極観測隊では第1次隊より昭和基地周辺

からやまと･ベルジカ山脈にかけた東南極の基盤地質の

調査研究を進めてきた(第3図).さらに最近では

｢東クイｰンモｰドランド地域雪氷･地学研究計画｣を

実施している.このうち地学部門ではセｰルロソダ

ｰネ山地地学調査を第26次隊より本格的に行っている.

筆者は第28次目本南極地域観測隊の一員として35日

間にわたりセｰルロソダｰネ山地中央部を調査Lた.

以下に第28次隊の夏期作業の一部とセｰルロソダｰネ地

学旅行の概略を紹介する.

2.出港から氷縁者まで

!986年11月14目砕氷船しらせは第28次目本南極地域

観測隊を乗せ東京港晴海を出港した1途中洋上で

は恒例の赤道祭やしらせ大学が行われた.

11月28日西オｰストラリアのフリｰマントル港に入

港物資の補給等を行った.われわれ地質担当隊員は

このわずかな入港期間を利用してカｰルグリｰの鉱山

見学や西オｰストラリア地質調査所訪間などを行った.

12月3目しらせはフリｰマントル港を出港し一路

南極大陸へと向った.出港後暴風圏に入りLらせ

の揺れが大きくなる.大きな揺れは数目続いたが南

極圏に入り収まった.この頃から内陸旅行の食料のレ

ｰショソ作りや夏期作業の打合せ等の上陸後の準備作業

出生代造山帯

第1図

ゴンドワナ大陸地質構造区

分図(国立極地研究所編
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第2図

東南極盾状地の主要露岩地

域における変動帯(国立極

地研究所編,1986)
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第3図

昭和･みずほ･あすか周辺

図(国立極地研究所,1986)
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で忙しくなる.12月17日しらせはフライ

ド湾の定着氷に到着した.いよいよあすか

基地1)建設の夏期オペレｰションとそれに

続くセｰルロソダｰネ地学旅行が待ってい

る.

3.あすか基地建設

あすか基地は昭和基地の南西670㎞フ

ライド湾の南140kmに位置している(第3図).

近くにはロムナエス山シｰル岩が背後に

は広大たセｰルロソダｰネ山地が控えてい

る(写真1).あすか基地は今後のセｰル目

ソダｰネ山地を中心とする種々の調査の拠点

として期待されている.

第28次隊の最大の目標はこのあすか基地における初

めての越冬を成立させることである.そのためしら

せがフライド湾到着後観測隊及びしらせ乗員による総

力をあげた夏期オペレｰションが始まった.30マイル

空輸拠点での荷受積付作業30マイル拠点からあすか基

写真1あすか観測拠点

地までの物資輸送あすか基地における観測棟通路棟等

の各種建設作業である.今回は例年に比べて天候が悪

くこれらの作業は予定より大幅に遅れたカミ観測隊員の

頑張りとしらせ側の全面的支援により何とかしらせの

昭和基地回航予定日までに第1期作業を終えることがで

きた.
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第4図セｰルロンダｰネ山地中央部の地名と第28次隊地学旅行隊の主要調査ル

ｰト.

ユ)正式の名称はrあすか観測拠点｣である

2〕観測隊員当時は国立極地研究所事業部所属

この夏期オペレｰション第1期作業終

了と同時にわれわれ地学隊はセｰルロ

ソダｰネ山地地学旅行の準備にとりかか

った.

ムセｰルロンダｰネ山地地学旅行

4.1.概略

セｰルロソダｰネ山地はノルウェｰの

探検家ラルス･クリステンセンにより発

見された.セｰルはノルウェｰ語の

｢南｣を意味し｢ロソダｰネ｣はオス

ロの北方約200kmにある山地の名前であ

る.すなわち｢南のロソダｰネ山地｣

というわけである.クリステンセンの

発見の後ベルギｰ隊の5ツｰズソにわ

たる現地調査によりこの山地の概略が

判明してきた(白石1984).日本隊では

この山地の調査を第26次隊から本格的に

開始して今回は第3年次にあたる.

今回のセｰルロソダｰネ山地地学旅行

隊はオブザｰバｰを含めて計8名よりた

る.そのメンバｰは次の通りである.

平川一臣(地形担当山梨大学)

松岡憲知(地形担当筑波大学2〕)

地質ニュｰス397号�
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高橋裕平(地質担当地質調査所)

小山内康人(地質担当北海道大学2〕)

先出徹(地質担当広島大学2〕)

田中幸生(測地担当国土地理院)

HugoDec1eir(オブザｰバｰブラッセル自由大学)

LudodeVos(オブザｰバｰブラッセル自由大学)

このうちオブザｰバｰとして参加した2名は氷河の

研究のためにベルギｰから参加した交換科学者である.

第28次隊の調査地域と主な調査ルｰトを第4図に示

す･今回の調査地域の大半は第26次隊と第27次隊で

概査を終えている地域である.しかしたがら従来の

調査では徒歩による連続したルｰトマップ作りや稜線

沿いの調査は不十分であった.さらに本地域には変

成岩及ぴ深成岩が模式的に露出していることもあり再

調査の必要性があった.そこで今回はフラットニｰ

パネからノレンケリッゲソを中心に精査しさらに西は

ワルヌム束はアウストカソパｰネからメニパを経てメ

フェルを南はドユフエックについて調査した.

4.2.旅行隊出発

年が明けて1987年とたるが正月だといってのんびり

してはいられたい.第28次隊の昭和越冬組はフライ

ド湾のしらせにピックアップされ昭和基地へ向う.

あすか基地建設は越冬隊8名と夏隊4名の少数精鋭によ

り続けられる.一方われわれ地学隊はセｰルロソダ

ｰネ地学旅行の準備である.器材･食料の橡への積込

み橡編成それに雪上車及びスノｰモｰビルの整備を

行い出発準備完了である.ところが出発予定目の

1月6日は朝からブリザｰドでその目はあすか基地に停

滞とたる.ブリザｰドは翌日まで続きょうやく1月

7日夕食後に出発とたった.ルｰトはあすか基地から

フラットニｰパネに向うABルｰトである.出発後

再び天候が悪化途中で視界不良どたりルｰト上で停

1987年9月号

写真2

フラットニｰパネの稜線

滞とたった.旅行隊8名は3台の雪上車に分乗して仮

眠天候の回復を待つこととたった.

このように出発に手間取ったが何とか1月8日に最

初のキャンプ地フラットニｰパネに着くことができた.

4.3.プラットニｰパネ

キャンプ予定地はフラットニｰバネ北側の裸氷上であ

るカミ南極未経験者には要領がわからたい.キャソブ

地の選定や車両の誘導が第27次隊での経験者松岡隊員

の指導で行われた.キャンプ地の整備が終り一息つ

いたところで足慣らしを兼ねてスノｰモｰビルで周辺

の偵察に出た.雪面の感触を体得したり露頭へのア

プロｰチを試みたりして翌日からの調査に備える.

フラットニｰパネはあたかも左手の指を広げたようた

南北に伸びた教組の稜線と谷とからたる(写真2).地

層の一般走向がほぼ東西であるので走向方向に直交L

てルｰトをとることができて地質調査に好都合な地形

である.

フラットニｰパネの岩石は砂質一泥質岩源の片麻岩

(写真3)を主体とし塩基性岩や石灰質岩を挟有する.

第26次隊の試料によると全体としてそれほど大きな変

成度の違いはなさそうだが場所によっては高変成度の

岩石が産出する(KojimaandShiraishi,1986).そこ

で第28次隊ではたるべく連続したルｰトについて詳細

た地質調査を行い特に地質構造と個々の変成岩の分布

に着目して調査を行った.

その結果従来考えられた以上に高変成度を示す岩石

が分布していて角閃岩相からグラニュライト相の岩石

がマイロナイトによって繰り返し分布していることがわ

かった1詳しいことは別に公表される予定である.

このほか測地作業の支援も行った.新しい基準点作

りのため登山経験豊かな隊員が急峻な山頂にポｰルを

備え付けるそれを測地担当の田中隊員が既知点か�
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ら測量を行うのである(写真4).筆者は助手として三

脚の備え付けや野帳への記入たどを行った.この作業

は全期間を通して適宜行った.

4.4.ルンゲリッゲン

1月18目フラットニｰパネから南側の山塊である

ルソケリッゲソ西部にキャンプ地を移す.ここでの主

た目的は閃長岩･花嵩岩･トｰナル岩といった深成岩類

の産状を明らかにすることにある(写真5).特に閃長

岩は日本国内でも珍しい岩石で主にアルカリ長石の自

形結晶からなる.またこれに伴う優白質岩からたる

岩脈中のアルカリ長石はしばしば美しい青色を呈して

いてアマゾナイトと呼ばれる.

ルソケリッゲソは全面露頭の壁のことが多く遠くか

ら岩石の産状の概略を観察できる.詳しい観察と試料

採取のために露頭にとりつかたくてはならたいが直接

露頭に達するには前面に広がるモレｰンを歩いて行か

なくてはたらない.スノｰモｰビルでモレｰンの端ま

で行きそこから露頭までのモレｰンの丘を1時間前後

写真3

片麻岩類(縞状の部分)とそれを貫ぬく花嗣岩質岩

脈(フラットニｰパネ)

ひたすら歩くのである.しかしこのモレｰン歩きに

は多種類の岩石を容捌こ集めることができるという楽

しみがある.また地形班のテｰマの1つである氷河

のかつての動きを知る上でこのモレｰンの分布は重要

たデｰタとなる.

フラットニｰパネ及びルソケリッゲソでの調査は時

期的に最も暖かい時期にあたった.天候が安定し風

もあまりたいので歩く調査では汗ばむほどであった.

またこの時期は目が沈むこともたいので夜の10時過

ぎまで調査カミ長びくことが多かった.

写真4測地作業

4.5.アウストカンパネ

1月26目快適たキャソブ地であったルソケリッゲン

からの移動である.次のべ一スキャソプはメフェルで

あるが地質及び測地担当隊員4名はその前にアウス

トカソパｰネに立寄ることにたった.メフェルには地

形班とベルギｰ隊の4名に先に行ってもらう.

アウストカソバネは風が強く橡に立ててあったベニ

ア板が突風で折れたり岩石標本収納用の一斗缶が飛ん

でいくというハプニングがあった.一方キャンプ地

近くでは氷が溶けて池を作っており水作りの手間が

省けるという一面もあった.

アウストカソパｰネの変成岩には第27次隊の試料か

ら高変成度を指示する鉱物が見つかっており興味深

い.第27次隊で未調査のルｰトを重点的に踏査して試

料の採集を行った.その結果肉眼で容易にわかる珪

線石を含む岩石が広く分布していることがわかった.

ただしアウストカソパｰネにはモレｰンが広く分布し

ていて連続した断面を得るのは難しそうである.

4.6.メフェル

アウストカソバｰネからメフェルのべ一スキャソブに

地質ニュｰス397号�
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写真5

花開岩(ハンマｰの左側)がトｰナル岩(ハ

ンマｰの右側)を貫ぬく(ルンゲリッゲソ)

移動したのが1月29日である.調査日数は残り少なく

なってきた.このキャンプでの目的はメフェル及び

メニバで第27次隊のやり残したルｰトを中心に調査する

こととルソケリッゲソの東壁をジェル氷河沿いに調査

することさらにジェル氷河南方のドユフェックヘのル

ｰト工作を試みることである.

ジェル氷河ルｰトには多くのクレバスが発達しており

アプロｰチに困難を極めた.特に従来クレバスの

為に南側のドユフェックヘのジェル氷河沿いの進行は

困難だろうと考えられていた.しかしたがら2月1

目わが地学旅行隊の精鋭平川･松岡･小山内の3隊

員はスノｰモｰビルをたくみに操りながらクレバスを避

けついにドユフエック北端にたどりついた.そこで

各種の観察と貴重た試料を採集して無事べ一スキャソ

プに帰投した.第26次･27次隊で成し得なかった念願

のドユフニックヘのルｰト工作に成功したわけである.

メフェル･メニパについては地質班だけでアタック

キャンプを出すたどして精力的に調査を行いいくつか

問題点を指摘することができた.特にメフェルに関

しては西部域の地質単元がどのように延長されるかと

か野外の貫入関係の上で古い花嵩閃緑岩の存在だと興

味深いテｰマがある.ただしメフェルは面積カミ広く

地域の大半が徒歩によらなげれぼならたいことからじ

っくり腰をすえる必要がある.可能ならば1シｰズ

ンをメフニル及びドユフエックの精査にあてるべきだろ

う.

パ及びアウストカソパネとキャンプ地を変えながらフラ

ットニｰパネヘと向う.一方ベルギｰのオブザｰバ

ｰ2名はジェル氷河上で氷河の流動の測定を行う.こ

のように地学旅行隊はキャンプ地が3つとたる.V

HFで互いに安否を確認し合いなカミら最後の調査を進

めた.2月8日再び3グルｰプが最初のキャンプ地

フラットニｰパネに集まる.1月前半の頃と比較して

気温が低くたっている.1月中は一目顔を出していた

太陽も沈むように放り雲も多くなってきた.セｰル

ロソダｰネ山地の夏も終りに近い.

2月10目1ケ月以上にわたった地学調査を終えセ

ｰルロソダｰネ山地を離れる.地吹雪の中往路と同

じABルｰトに沿ってあすか基地へと向う.あすか

基地には待望の通路棟カミ完成していて越冬に備え万全

の準備である.われわれを迎える越冬隊員の顔にもゆ

とりがみられる.その夜は豪華たパｰティｰが催され

た.

翌日荷物の整理と地形実験地の整備などをまる1目

かけて行う.その翌日の2月12目われわれ地学旅行

隊とあすか基地視察に来ていた星合隊長の計9名は

雪上車2台に分乗してあすか基地を去る.セｰルロソ

ダｰネ山地の思い出に長たる一方あすか塞地に残った

越冬隊員の今後の健闘を祈りたカミら30マイル拠点まで下

る.30マイル拠点から迎えのヘリコプタｰに乗りしら

せにピックアップされた.しらせ帰投は2月12目18時で

ある.

4.7.再びフラットニｰパネヘそしてあすかへ

2月5日メフェルのべ一スキャソプを離れる.地

形･測地班は一足先に最初のキャンプ地であるフラット

ニｰパネに戻り実験地の整備を行う.地質班はメニ

1987年9月号

4.8.キャンプ地にて

35目問にわたる長期間の野外活動を能率的に行うには

べ一スキャソブでの生活をいかにすごすかが重要であ

る.�
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写真6

べ一スキャンプ(メフェル)

寝泊りは雪上車及びテントである(写真6).テント

はピラミッド型テントである.このタイフのテントは

組立てカミ容易でかつ断熱効果があり居住性に優れてい

る.貸与されたダブルの寝袋は暖かく下着で寝てい

ても汗はむほどである.

食事は幌カブｰスで8人全員が一同に会して行った.

食料は主食の米やパンのほかステｰキ肉をはじめ各

種の肉類野菜類レトルト食品冷凍食品だと充分す

ぎるものカミ4目を一単位として準備された.これらは

簡単な調理方法でも充分耐え得る材料であるカミわが旅

行隊の名コック松岡隊員の手作り料理により実に楽し

い夕食とたった.例えば皮作りから始めたギョｰザ

茄でたじゃが芋をわざわざ潰してコ厚ツケを作るなど

最近の日本の家庭では作らないような手の込んだものぱ

かりである.たお朝食は当番制で行い昼食は各自

がその目の行動に合わせて用意することとした.

このように朝夕の食事を全員が幌カブｰスの中で行

ったことにより気持ちにゆとりができたように思われ

る.とりわけベルギｰのオブザｰバｰ2名が違和感

無く日本隊の旅行隊のメンバｰとして行動できたのは

この家庭的雰囲気によるところカミ大きかった.

5.おわりに

日本隊が従来行ってきた昭稲基地周辺やまと･ベル

ジカ山脈に加えて広大た面積を占めるセｰルロソダｰ

ネ山地の地質が明らかになりつつある.このことによ

って東南極楯状地を広い視野から見ることができさ

らに発展させてグロｰバルテクトニクスを考える上で

ゴンドワナ大陸復元に高い分解能を与えることができ

る.この一般地質学的興味のほかに日本列島とは異

たった地質条件や地質時代のフィｰルドが日本隊によ

り調査されることは地球化学や年代学を専攻する研究

者にとっても有意義である.日本隊のフィｰルドであ

るので得られた地質年代の値に対して正当愈解釈と評価

を与えやすい.そのことは古い地質時代に有効た年

代測定法の開発や技術向上に結がるであろう.そのほ

かこのような基礎的な地質のデｰタは南極大陸の地

下資源のポテソジャリティｰ評価の基礎資料ともなろ

う.

そういった多くの点からセｰルロソダｰネ山地を含

めた南極大陸の地質に興味を示す研究者が増えることが

望まれる.
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